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平
成
19
年

 
第
5
回
佐
渡
市
定
例
会

12
月
定
例
会
が
12
月
7
日
〜
26
日
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
質
問
に
は
16
人
の
議
員
、
緊
急
質
問
で
は
1
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
を
2
億
１
４
６
２
万
円
減
額
し
、
総
額

４
５
８
億
８
７
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
17
議
案
を
可
決
。
請
願
7
件
の
う
ち
、
2
件
を
不
採
択
、
5
件
を
継

続
審
査
と
し
、
陳
情
1
件
を
採
択
、
意
見
書
2
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
各
特
別
会
計
決
算
、
病
院

事
業
会
計
決
算
及
び
水
道
事
業
会
計
決
算
な
ど
3
件
を
認
定
し
た
ほ
か
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
佐
渡
市
堀
口
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
ワ
イ
ド

ブ
ル
ー
あ
い
か
わ
、
ビ
ュ
ー
さ
わ
た
、
佐
和
田
大

佐
渡
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
新
穂
潟
上
温
泉
、

畑
野
松
泉
閣
、
畑
野
農
村
休
憩
施
設
、
佐
渡
海
洋

深
層
水
分
水
施
設
）

◆
平
成
19
年
度
佐
渡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4

号
）
に
つ
い
て

主
な
議
題
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◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　
推
薦
に
つ
い
て

　
舟
﨑
　
清
一
朗
（
真
野
地
区
）

◆
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情

◆
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書

◆
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求

め
る
意
見
書

◆
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る
請
願

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止・撤
回
を
求

め
る
請
願

◆
新
テ
ロ
特
措
法
案
を
撤
回
し
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ンへの
民
生
支
援
の
強
化
を
求
め
る
請
願

◆
適
正
規
模
の
少
人
数
学
級
の
実
現
、義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
予
算
の
充
実
を
求
め
る
請
願

◆
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽

減
と
、国
産
飼
料
の
増
産
、循
環
型
畜
産
の

発
展
を
図
る
施
策
を
求
め
る
請
願

◆
平
成
20
年
度
政
府
予
算
に
お
い
て
、消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を

も
と
め
る
請
願

◆「
保
育
園
、幼
稚
園
、小
中
学
校
に
お
け
る

集
団
フ
ッ
素
洗
口
事
業
」の
実
施
延
期
と
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド・コ
ン
セ
ン
ト
を
求
め
る
請
願

採
択
さ
れ
た
陳
情

可
決
さ
れ
た
意
見
書

継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

道
路
は
、
住
民
の
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な

社
会
資
本
で
あ
り
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
（
過
疎
化
が
進
展
す

る
中
）
、
地
域
の
自
立
・
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
が
必

要
と
す
る
道
路
の
整
備
を
計
画
的
か
つ
迅
速
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
道
路
財
源
の
余

剰
分
を
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
と
し
て
議
論
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負
担

を
原
則
と
す
る
道
路
特
定
財
源
制
度
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
真
に
必
要

と
す
る
道
路
の
整
備
に
使
途
を
限
定
し
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
点
在
す
る
集
落
を
連
絡
す
る
主
要
地
方
道
が
未
改
良
で
あ

り
、
道
路
防
災
上
危
険
箇
所
が
多
く
、
災
害
時
に
対
応
す
る
迂
回
路
の
確

保
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
島
内
の
交
通
体
系
は
自
動
車
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
と
り
わ
け
中
央
に
位
置
す
る
総
合
病
院
ま
で
の
幹
線
道
路
の
早
期

整
備
は
、
救
急
医
療
の
面
か
ら
も
地
域
住
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
ま

た
、
市
の
中
心
部
を
繋
ぐ
国
道
３
５
０
号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
「
安
全
で
安
心
な
地
域
を
支
え
る
道
路
」
に
は
ほ

ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
、
政
府
に
お
い
て
は
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の

配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

1.　

道
路
特
定
財
源
の
地
方
へ
の
配
分
割
合
を
高
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、

地
方
に
お
け
る
道
路
整
備
財
源
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

2.　

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を
延
長
し
、
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
。

3.　

受
益
者
負
担
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
一
般
財
源
化
や
転
用
を
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
道
路
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
充
て
る
こ
と
。

4.　

国
道
指
定
を
受
け
て
い
る
離
島
航
路
に
は
、
国
道
整
備
予
算
と
し
て

道
路
財
源
を
投
入
す
る
こ
と
。

道路特定財源の見直しに関する意見書
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0
1 

市
長
は
常
々
国
に
甘
い

蜜
に
だ
ま
さ
れ
て
合
併
し
た
と
、

自
ら
の
責
任
を
回
避
し
た
無
責

任
が
４
年
間
続
い
た
が
、
や
は

り
合
併
は
佐
渡
市
に
何
の
成
功

も
運
ん
で
来
な
か
っ
た
。
９
月

の
県
会
で
知
事
は
中
越
出
身
の

県
議
に
合
併
総
括
を
聞
か
れ
、

「
合
併
は
県
下
の
自
治
体
の
行

財
政
能
力
を
い
た
ず
ら
に
衰
退

さ
せ
た
だ
け
」
と
発
言
し
て
、

物
議
を
醸
し
出
し
た
。
難
し
い

危
険
極
ま
り
な
い
選
択
で
あ
っ

た
。
合
併
を
あ
お
っ
た
髙
野
市

政
は
、
市
民
の
期
待
に
何
を
こ

た
え
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。
公

約
は
守
っ
た
の
か
総
括
す
る
。

2
3 

国
の
財
政
計
画
に
振
り

回
さ
れ
、
ま
た
議
会
の
財
政
計

画
の
修
正
も
あ
り
、
財
源
不
足

と
合
わ
せ
て
事
業
計
画
の
進
行

は
道
半
ば
で
決
定
打
が
出
せ
な

か
っ
た
。

0
1 

人
口
減
の
歯
止
め
対
策

な
く
し
て
税
収
増
対
策
は
目
途

が
立
た
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

2
3 

人
口
に
対
す
る
妙
案
は

な
か
っ
た
。
法
改
正
に
よ
り
19

年
は
一
時
微
増
だ
っ
た
が
、
20

年
は
ま
た
減
に
な
る
。

0
1 

税
収
の
大
き
な
柱
は
基

幹
産
業
の
観
光
だ
と
考
え
る
が
、

対
策
上
妙
案
は
あ
っ
た
か
。

2
3 

中
越
地
震
の
風
評
被
害

も
あ
っ
て
、
観
光
客
の
入
込
み

対
策
が
打
て
ず
手
詰
ま
り
状
況

で
、
今
年
も
残
念
な
が
ら
減
員

に
な
る
。

0
1 

何
の
対
策
も
打
た
ず
手

詰
ま
り
で
あ
る
と
い
う
神
経
が

分
か
ら
な
い
。
観
光
の
足
と
な

る
空
港
整
備
、
佐
渡
汽
船
対
策

は
見
通
し
が
つ
い
た
の
か
。

2
3 

知
事
の
考
え
方
が
変
わ

り
、
少
し
ず
つ
で
あ
る
が
進
展

の
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
。
佐

渡
汽
船
は
小
木
航
路
減
便
と
財

源
負
担
が
難
し
く
、
結
論
が
出

せ
な
い
。

0
1 

庁
内
の
機
構
改
革
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
特
に
副

市
長
制
、
部
長
制
は
権
限
が
２

階
建
て
に
な
っ
て
い
る
。
見
直

し
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

2
3 

制
度
発
足
以
来
、
よ
う

や
く
２
年
経
っ
て
機
能
の
兆
し

が
見
え
る
の
で
、
現
状
維
持
で

行
き
た
い
。

0
1 

市
長
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企

業
と
後
援
企
業
の
便
宜
し
か
事

業
の
進
展
は
な
く
、
公
約
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

2
3 

再
三
の
見
直
し
と
議
会

の
修
正
を
受
け
て
公
約
ど
お
り

に
は
行
か
な
い
が
、
頑
張
り
た

い
。

0
1 

過
疎
地
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
、
特
に
赤
玉
線
は
河
川

改
修
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
が

ど
う
か
。　

以
前
か
ら
大
澤
議

員
に
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、

地
域
振
興
局
で
は
河
川
改
修
で

拡
幅
を
検
討
し
て
い
る
。

建
設
部
長

髙
野
市
政
の

　
　
　総
括
を
す
る

大
澤
　
祐
治
郎
　
議
員

大
澤
　
祐
治
郎
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
❹

髙
野
市
政
の
総
括
を
す
る

渡
邉
　
庚
二
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

佐
渡
総
合
病
院
の
新
築
を
促
進
せ
よ

小
田
　
純
一
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

文
化・体
育
施
設
は
直
営
に
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
を

村
川
　
四
郎
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

消
防
と
医
療
か
ら

田
中
　
文
夫
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

出
馬
宣
言
を
受
け
て

金
光
　
英
晴
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

農
業
振
興
に
つ
い
て

本
間
　
千
佳
子
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
❼

妊
婦
健
診
か
ら
始
ま
る
子
育
て
支
援
を

廣
瀬
　
擁
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

佐
渡
市
の
学
力
は
大
丈
夫
か

中
川
　
隆
一
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

加
賀
　
博
昭
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

副
市
長
を
本
部
長
で
ア
ル
コ
ー
ル
米
事
業
推
進

…

祝
　
優
雄
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

石
油
製
品
の
価
格
対
策

木
村
　
悟
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

ス
ポ
ー
ツ・文
化
合
宿
誘
致
で
佐
渡
観
光
活
性
化
へ

小
杉
　
邦
男
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

屋
上
屋
を
重
ね
る
部
長
制
度
は
廃
止
す
べ
き
…

中
村
　
良
夫
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
⓫

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
中
止・撤
回
を
求
め
る
べ
き
だ

大
石
　
惣
一
郎
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
⓫

「
ト
キ
と
共
に
生
き
る
」覚
悟
は
あ
る
か
………

近
藤
　
和
義
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
⓬

ア
イ
マ
ー
ク
㈱
に
指
定
管
理
の
取
り
消
し
を
命
ず
る
べ
き

近
藤
　
和
義
　
議
員
…
…
…
…
…
…
…
…
⓬

情
報
公
開
条
例
に
お
け
る
文
書
扱
い
と
指
定
管
理
者
へ
の
対
応
策
は


